





















































































































































　バチラーが熊送りを論じた一文にThe Ainu Bear Festivalがあります。副









































































































































































































いのB. Z. SELIGMAN（B. Z.セリグマン）です。題名は，Neil Gordon 


































































ているというのです。⑴マンロー自身が編集したThe KAMUI IOMANDE 
16mmのポジフィルムでサイレント（無声）です。⑵このフィルムが再編集
















































































































































































































































13）　バチラーのフィールドノートは，The Transactions of The Asiatic Society 











と記しています。バチラー『アイヌと伝承と民俗』（The Ainu and Their Folk-
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Iyomande The Ainu Bear Festival」でした。
39）　国立民族学博物館にはThe Ainu Bear Festivalの映像は２本あり，１本はわ
たしが視聴したフィルムで，もう１本はVHSで分類番号は，S03066で，The 
Ainu Bear Ceremonyです。この件については国立民族学博物館への照合に対す
る返事で判明しました。この間の検証は，内田順子が研究ノート「AINU Past 
and Present─マンローのフィルムから見えてくるもの」（国立歴史民俗博物館
研究報告第150集PP.179～192）で詳細に述べています。
40）　内容の検討は，映像（フィルム）から直接採取したものではありません。
41）　「マンロー2002」P.241～244
42）　マンローが映像に収めた熊送りは，日常生活で行われたものの記録ではなく，
二風谷のアイヌの人々のもとにセット（チセ＝アイヌの家屋，それも採光のた
めの半分だけ）を組んで行われた記録です。したがって，熊送りの子熊は，二
風谷で育てられた子熊ではなく，旭川から手に入れたものです。参照　出村文
理編『ニール・ゴールドン・マンロー博士書誌』（2006）P.128
43）　前述のようにマンローは熊送り（1930年12月25日実施）の記録を映像として
しか残していませんが，その熊送りと関係あるのではないかとの記録が，前記
の伊福部宗夫『沙流アイヌの熊祭』（みやま書房　1969）です。出村文理は，マ
ンローの資料をもとに伊福部が書いたのではないかと疑問を提しています。マ
ンロー自身も，カメラや映写機を使って記録を残していることからそれは充分
に考えられます。
　　その意味でも伊福部が紹介する熊送りの儀式を参考までに紹介しておきます。
　１　熊の飼育
　２　熊祭の準備
　　　 ２・１　酒濾の式（イヌンパ）　２・２　準備　イナウ・その他・供物　そ
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の他　祭場における準備
　３　前日祭　（ヘペレ・エトコ・アオイキ・ト）
　４　本祭第１日　カムイノミ・ト
　　　４・１　神祈（カムイノミ）その１
　　　 ４・２　熊の檻出しから射殺まで（ヘペレ・アパシテー　ヘペレ・アエツ°
ンナイ）
　　　４・３　熊の解体（ヘペレ・アリ）
　　　４・４　神祈（カムイノミ）その２
　　　４・５　大饗宴（シイク）
　５　本祭第２日（ポロ・オメカップ）
　　　５・１　熊肉の饗応（カムイハル・アサプテ）
　　　５・２　熊の頭拵え（ウンメムケ）
　　　５・３　魂送り（ケヨマンテ）
　６　 本祭第３日（ポン・オメカップ）　以上　なお出村の伊福部の著書への疑問
は，『マンロー博士書誌』PP.154～155
44）　『マンロー博士書誌』P.90参照
45）　岡田一男「ニール・ゴードン・マンローの1930年代アイヌ民俗映画への取り
組み─ウウエポタラ（悪霊払い）の記録を中心に」「国立歴史民俗学博物館研究
報告　第168集」平成23年11月）PP.119～150　とくにフィルムの分析はPP.122
～123　なお「国立歴史民俗博物館研究報告第168集」は，マンロー特集でテー
マは「内田順子編　マンローコレクション研究─写真・映画・文書を中心に─」
です。
46）　萱野茂『アイヌの神作りと送り─五つの心臓を持つ神』（小峰書店　2003）
PP.147～148
47）　貝澤正『アイヌ・わが人生』P.153
48）　「マンロー2002」P.21
49）　バチラーがエルサレムの教会会議を意識して熊送りのアイヌの儀式を批判し
たとは思いませんが，物指しはいつも英国人キリスト教宣教師バチラー自身で
桃山学院大学キリスト教論集　第49号
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す。初代教会における異邦人を自分たち（ユダヤ人キリスト者）の尺度で測る
傾向と似ています。
50）　平取町（二風谷）は，1954年11月，神学博士ジョン・バチェラー生誕百年記
念を祝っています。また2011年９月30日には北海道大学アイヌ・先住民研究セ
ンターが「一人の伝道師ジョン・バチェラーの生涯とアイヌ研究」と題して講
演会をしています。講師はキーステン・レフシン（コペーンハーゲン大学教授）
です。わたしは寡
カ
聞にしてキリスト教関係者が，バチラーを記念して集会を開
いたとの報告を聞いたことがありません。ただ論文としては，君島洋三郎「ジョ
ン・バチラーのアイヌ理解と伝道」（農村伝道神学校紀要「福音と社会」第26号
2010年３月１日）があります。
51）　久保寺逸彦の映像（フィルム）「クマ送りの儀礼」（１～５）は，北海道立ア
イヌ民族研究センターの「久保寺逸彦文庫」にあります。1936年３月27日～29
日撮影。セットではなくアイヌの二谷国松家で行われたものの記録。
52）　沙流川歴史館「沙流川歴史館年報」第13号（2012年３月刊）がマンロー関係
を取りあげています。「特別展　N・G・マンローと二風谷」内田順子「二風谷
におけるマンロー　最近の調査からわかったこと～」PP.15～33
53）　北海道新聞　2011年10月17日「二風谷永住　無償診療の英国人　マンロー博
士60人偲ぶ」参照
54）　北海道新聞　2007年４月28日　「イヨマンテ禁止撤回　クマの霊を神に送る
アイヌ民族の儀式　道52年前の通達廃止」禁止通達は1955（昭和30）年３月10日，
北海道知事田中敏夫名で各市町村長に出されています。
参考資料
　以下の文献は，文中で直接引用しませんでしたが参考にしたものです。
　⑴熊送り
　天野哲也『クマの祭りの起源』（2003・雄山閣）
　宇田川洋『イオンマンテの考古学』（1989・東京大学出版会）
　青柳信　編『河野広道ノート　民族誌編Ⅰ─イオマンテ・イナウ篇』（1982・北
アイヌ民族と２人の英国人（４）
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海道出版企画センター）
　ベルトン・ブルンナー　伊達淳訳『熊─人類との「共存」の歴史』（2010・白水社）
　⑵ことば・生活
　野上ふさ子『いのちに共感する生き方─人も自然も動物も』（2012・彩流社）
　野上ふさ子『アイヌ語の贈り物─アイヌの自然観にふれる』（2012・新泉社）
　松居友『火の神の懐にて─ある古老が語ったアイヌのコスモロジー』（1993・
JICC出版局）
　原田信男『歴史の中の米と肉─食物と天皇・差別』（2005・平凡社ライブラリー）
